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論文の内容の要旨

2002年以降、中国政府は原油価格の高騰のため石油の代替品として穀物ベースの燃料用エタノールの生

産を始め、その後中国における燃料用エタノールの生産量は急速に拡大し、現在、中国はブラジルやアメリ

カに続く世界第3位の生産国となっている。中国政府にとって、燃料用エタノールの生産を如何に拡大させ

るのかという問題とこの生産量拡大により引き起こされる食料安全保障の問題が重要な問題となっている。

そこで、この 2つの問題を解決するために、本博士論文では、燃料用エタノールに利用される原料を穀物、

キャッサバ、サツマイモ、甘コーリャン、サトウキビに区分し、[R分した原料ごとの燃料用エタノールの生

産量拡大が農村経済に対してどのような影響を及ぼすのかを実証的に解明している。この自的を達成するた

めに、マクロ応用一般均備モデル (CGE) を構築し、中国政府の燃料用エタノール政策に基づくシミュレー

ション分析を行っている。

第2章では、既存研究をレピ、ユーし、特に、燃料用エタノール生産の拡大による農産物生産・価格・貿易

等への影響に関して先行研究を行っている。

第3章では、中国における燃料用エタノール生産の現状と政策の動向を概観している。北京でインタビュー

調査等を実施し、中国政府が食料安全保障の問題を考慮し、第 lに、現段階では、原材料として小麦やトウ

モロコシを利用する燃料用エタノールの生産量の拡大を認めないこと、第2に、将来は燃料用エタノールの

生産能力を拡大するために、キャッサバ、サツマイモ、i:tコーリャンを原材料とするという基本方針を打ち

出していることカfわかった。

この北京でのインタビュー調査に基づいて、第4章では、 2007年中国投入産出表、統計年鑑、及び国際

連合食糧農業機関 (FAO)等のデータベースを用いて、 2007年中国社会会計行列 (SAM)を作成している。

特に、燃料用エタノール生産の拡大による地域農業経済への影響を分析するために、農業労働者、土地、及

び農家変数を地域別に 16区分し、次いで、この作成した SAMを用いて、 SAMによる乗数分析を行い、燃

料用エタノール生産の増加の農村経済に及ぼすインパクトが予想外に大きいということを解明している。し

475 



かし、この SAMの乗数分析は、価格調整メカニズムが働かないので、次章で価格調整メカニズムが働く応

用一般均衡モデル分析を行っている。

第5章の前半では、第 4章で作成した SA1刊を用いて、中国における燃料用エタノールの応用一般均衡モ

デル (CGE) を構築している。この CGEモデルは、生産、貿易、家計、投資計蓄、政府と市場均衡の 6つ

のモジュールから構成され、特に、本章では、燃料用エタノールの生産面に焦点を当てているので、生産モ

ジュールにおける生産者の行動を 4つの層から成るレオンチェフーCES型関数で説明している点に特徴があ

る。本章の後半部分では、この作成した CGEモデルの安定性をチェックするために、パラメータに関する

感度分析を行い、良い結果を得ている。このことから本モデルは安定的であることが確認できた。

そして、第6章では、前章で構築した CGEモデルを用いて、燃料用エタノールの生産が拡大した場合の

農村経済への影響についてシミュレーション分析を行っている。シミュレーション分析により、(1)キヤツ

サバ、サツマイモ、甘コーリャンを原料とする燃料用エタノールの生産量が拡大すれば、中国の GDPが押

し上げられ、さらに社会的摩生、特に農村における農家家計の所得と効用が増大し、その結果として所得格

差が是正される、 (2)キャッサバ、サツマイモ、甘コーリャン原料とする燃料用エタノールの生産量が拡大

すると、当該農産物の需要が増大し、その作物の価格が上昇し、一般物{面を押し上げる、 (3)穀物ベースの

燃料用エタノールの生産量拡大の場合より、キャッサバ、サツマイモ、甘コーリャンを原料とする燃料用エ

タノールの生産量拡大の場合の方が、予想通り食料安全保障の問題が生じにくい、 (4)燃料用エタノール用

の原料作物の耕作地を新規に開墾する場合には、農産物の供給が増加し、当該作物の儲格が下落する、とい

う興味深い知見を得ている。以上のシミュレーション分析の結果を踏まえて、政府は、(1)燃料用エタノー

ル生産と土地開発に対して財政支援を持続的に行う必要があること、 (2)現在の燃料用エタノールの技術上

のボトルネックとセルロースなどを原料とする燃料用エタノールの技術開発上の問題を解決するためにさら

なる研究開発投資を増加させる必要があることを提案している。

以上のことから、本論文の優れた点は、中国における燃料用エタノールの生産拡大の農村経済への影響を

応用一般均衡モデルにより解明した点であることがわかる。

審査の結果の要旨

本論文は、中国の最新版投入産出表を用いて、中国における燃料用エタノール生産の拡大効果を解明する

ために、社会会計行列 (SAM)データベースを作成し、さらにその SAMに基づいた応用一般均衡 (CGE)

モデルを構築し、この CGEモデルを用いて、キャッサパ、サツマイモ、甘コーリャンを原料とする燃料用

エタノールの生産拡大の農村経済への影響のシミュレーション分析を行っている。特に、燃料用エタノール

の生産拡大の農産物市場・農家家計等へのインパクトを CGEモデルにより解明した点が本論文の優れた点

であり、本論文は極めて水準の高い論文であるといえる。

本論文の理論性、そして実証分析の方法論に関して学術的意義は大きし亙。申請者の本論文に対する研究構

想力、目的を達成するための仮設の設定、 CGEモデルと CGEモデルによる分析結果、および研究成果のオ

リジナリティは博士の学位を与えるに相応しい高い学術水準に達している。

よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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